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総
務
費
、
医
業
費
を
減
額
。
歳

入
は
、
事
業
勘
定
繰
入
金
の
追

加
と
診
療
収
入
を
調
整
の
う
え

計
上
。

■�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
四
号

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

一
四
六
四
万
円

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

四
二
六
九
万
円

■�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　

施
設
管
理
費
の
電
気
料
二
二

万
円
を
追
加
。

■�

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　

施
設
管
理
費
の
電
気
料
八
万

円
を
追
加
。

■�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
和

園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第
三
号

　

静
和
園
運
営
調
整
基
金
六
一

七
万
円
を
追
加
。

■�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■�

一
般
会
計
補
正
予
算
第
十
三

号
　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

　
�

地
域
拠
点
連
絡
バ
ス
運
行
業

務
委
託
料

五
六
二
万
円

　

総
合
戦
略
策
定
業
務
委
託
料

八
九
九
万
円

　

�

空
き
家
対
策
計
画
策
定
業
務

委
託
料

五
五
〇
万
円

□
民
生
費

　

�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金 

八
四
四
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

一
二
四
八
万
円

　

�

認
定
こ
ど
も
園
通
園
バ
ス
購

入
費
補
助
金

一
〇
〇
〇
万
円

□
衛
生
費

　

子
ど
も
医
療
費一

〇
五
四
万
円

□
農
林
水
産
業
費

　

�

農
産
物
加
工
品
等
促
進
事
業

交
付
金

三
九
六
万
円

□
商
工
費

　

�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業

三
七
〇
〇
万
円

□
土
木
費

　

町
道
除
雪
業
務
委
託
料

一
三
〇
〇
万
円

■�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
第
五
号

　

事
業
勘
定
の
歳
出
は
、
保
険

給
付
費
及
び
共
同
事
業
拠
出
金

の
減
額
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、
県

支
出
金
及
び
繰
入
金
等
を
調
整

の
う
え
計
上
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
歳
出
は
、

既
定
予
算
額
の
精
査
等
に
よ
り

補
正
予
算
第
一
号

　

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
納
付

金
一
一
四
一
万
円
を
減
額
。

■�

町
基
本
構
想
の
策
定
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

基
本
構
想
策
定
の
議
決
義
務
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町

で
は
議
会
の
議
決
事
件
に
す
る

こ
と
を
制
定
す
る
。

■�

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

■�

町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

地
方
教
育
行
政
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
教
育

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

町
の
特
別
職
に
加
え
、
関
係
条

例
を
整
備
し
制
定
す
る
。

■�

町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

者
の
指
定
に
関
し
必
要
な
事

条
例
関
係

　
平
成
二
十
七
年
第
一
回
定
例
会
が
、
三
月
三
日

か
ら
十
一
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
六
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
鈴
木
長
一
郎

議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
、
川
山
光
則
議
員
、
青
山

雅
晴
議
員
の
四
名
が
、
町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し

た
。

　
九
日
と
十
日
に
は
、
予
算
特
別
委
員
会（
委
員

長
野
上
憲
幸
、
副
委
員
長
山
田
光
春
）が
行
わ
れ
、

平
成
二
十
七
年
度
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

の
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
十
一
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

が
行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
三
十
八
件
、
報
告
一
件
、
発
議
三
件
を
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
、
同
意
、
承
認
し
ま

し
た
。

町
立
保
育
所
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ

町
有
財
産
の
無
償
貸
付

第１回

定例会

３月３日～ 　
　　　　11日

補
正
予
算
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項
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

■�

町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

国
の
法
令
に
よ
る
基
準
を
町
の

条
例
に
委
任
さ
れ
る
た
め
制
定

す
る
。

■�

町
振
興
計
画
審
議
会
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
教
育
行
政
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
及
び
地
域
審
議

会
の
廃
止
に
伴
い
、
当
審
議
会

の
組
織
構
成
を
改
め
、「
振
興

計
画
」
を
「
総
合
計
画
」
に
改

め
る
も
の
。

■�

町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

正
　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、「
行
政
指
導
の
中
止
等

の
求
め
」
お
よ
び
「
処
分
等
の

求
め
」
と
い
う
制
度
が
新
設
さ

れ
た
た
め
、
改
正
内
容
に
準
じ

て
条
例
を
改
め
る
も
の
。

■�

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

　

県
人
事
委
員
会
か
ら
の
報
告

及
び
勧
告
に
伴
い
、
職
員
の
給

与
月
額
を
平
均
二
％
減
額
し
、

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
の
支
給

事
由
を
拡
大
す
る
も
の
。

■�

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

　

都
市
計
画
地
域
等
に
お
け
る

開
発
行
為
の
許
可
等
の
事
務
を

県
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
、
当
該

事
務
の
手
数
料
を
定
め
る
も
の
。

　
■�

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

第
六
期（
平
成
二
十
七
年
度

～
平
成
二
十
九
年
度
）町
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
伴
い
、

介
護
保
険
料
を
改
め
る
も
の
。

■�

町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
道
路
占
用
料
を
改
め
る
も

の
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
を
定

め
る
も
の
。

◦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
管
理
者
…�

㈳
中
泊
町
社
会
福

祉
協
議
会

・
期　

間
…
三
年
間

◦
小
説
「
津
軽
」
の
像
記
念
館

・
管
理
者
…�

小
泊
観
光
協
会

・
期　

間
…
三
年
間

◦
野
菜
集
出
荷
予
冷
施
設

・
管
理
者
…�

つ
が
る
に
し
き
た

農
業
協
同
組
合

・
期　

間
…
三
年
間

◦
野
菜
育
苗
施
設

・
管
理
者
…�
つ
が
る
に
し
き
た

農
業
協
同
組
合

・
期　

間
…
三
年
間

◦
農
産
物
加
工
販
売
施
設
等

・
管
理
者
…�

㈱
ア
ク
ト
プ
ラ
ン

・
期　

間
…
三
年
間

◦
小
泊
・
港
老
人
憩
の
家

・
管
理
者
…�

㈱
小
泊
う
み
ど
り

ー
む
振
興
社

・
期　

間
…
三
年
間

■�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

現
委
員
、
荒
関
徳
勝
氏
の
任

期
が
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
現
委
員
を
再

推
薦
す
る
も
の
。

■�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

現
委
員
、
馬
場
百
合
子
氏
の

任
期
が
、
五
月
十
七
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
後

任
の
委
員
と
し
て
、
同
氏
を
再

任
す
る
も
の
。

■�

一
般
会
計
補
正
予
算
第
十
二

号
　

町
道
除
雪
費
用
が
不
足
し
た

た
め
、
委
託
料
五
千
万
円
を
追

加
。

■
町
有
財
産
の
無
償
貸
付

　

保
育
所
民
営
化
に
よ
る
無
償

貸
付

◦
中
里
保
育
所

・
貸
付
相
手
…
㈳
み
ち
の
く
会

・
用
途
…
認
定
こ
ど
も
園

◦
小
泊
保
育
所

・
貸
付
相
手
…
㈳
清
隆
厚
生
会

・
用
途
…
認
定
こ
ど
も
園

◦
富
野
保
育
所 

期
間
延
長

・
貸
付
相
手
…
㈳
み
ち
の
く
会

・
用
途
…
認
定
こ
ど
も
園

■�

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
数
の
減
少
及
び
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更

　

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組

合
が
三
月
三
十
一
日
で
解
散
に

伴
い
、
共
同
処
理
す
る
事
務
等

の
規
約
の
変
更
。

■�

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　

農
業
委
員
の
任
期
が
三
月
二

十
七
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
葛
西
誠
氏
と
葛
西

徳
男
氏
を
推
薦
す
る
も
の
。

■
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

町
議
会
会
議
規
則
第
百
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
議
員
を
派

遣
す
る
も
の
。

■�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
を
含
む
生
活

支
援
の
実
現
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、
国
関
係
省
庁
に
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
。

■�

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求

め
る
意
見
書

　

手
話
を
広
く
国
民
に
広
め
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手

話
言
語
法
」
制
定
の
必
要
性
を

国
関
係
省
庁
に
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

指
定
管
理

そ 

の 

他

発
　
　
議

人
事
案
件

専
決
処
分
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◇
総
務
費

◦�

新
庁
舎
建
設
事
業

七
六
七
一
万
円

◦�

地
域
人
づ
く
り
事
業

九
〇
五
万
円

◦�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導

入
事
業

八
三
五
六
万
円

◦�

合
併
十
周
年
記
念
事
業

一
二
〇
〇
万
円

◇
民
生
費

◦�
臨
時
福
祉
給
付
金

二
四
〇
〇
万
円

◦�

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

二
億
七
六
〇
〇
万
円

◦�

認
定
子
ど
も
園
運
営
事
業

二
億
五
九
三
九
万
円

◇
衛
生
費

◦�

小
泊
不
燃
物
処
理
場
適
正
化

対
策
工
事
費

二
億
円

◇
農
林
水
産
業
費

◦�

農
地
集
積
協
力
金
事
業
費

四
七
〇
〇
万
円

◦�

青
年
就
農
給
付
金

一
九
五
〇
万
円

◦�

経
営
体
育
成
支
援
事
業

三
〇
〇
〇
万
円

◦�

多
目
的
機
能
支
払
事
業

一
億
三
六
一
七
万
円

◦�

海
岸
漂
着
物
回
収
事
業

三
〇
〇
二
万
円

◦�

ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
事
業

五
四
四
万
円

◇
商
工
費

◦�

北
海
道
新
幹
線
開
業
対
策
事

業

二
四
三
万
円

◦�

津
軽
中
里
駅
ざ
わ
め
き
空
間

創
造
事
業

四
〇
一
万
円

◇
土
木
費

◦�

公
営
住
宅
建
設
事
業

三
億
三
〇
三
八
万
円

◦�

折
戸
下
前
線
岩
石
崩
壊
対
策

工
事
費

七
一
一
〇
万
円

◦�

町
道
三
五
四
号
線
融
雪
溝
整

備
工
事
費

四
八
〇
五
万
円

◇
消
防
費

◦�

中
里
消
防
署
ポ
ン
プ
自
動
車

更
新
事
業

四
二
七
〇
万
円

◦�

小
泊
消
防
署
小
型
動
力
積
載

車
更
新
事
業

一
五
二
九
万
円

◇
教
育
費

◦�

小
泊
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

購
入
費

一
九
七
九
万
円

◦�

管
内
小
中
学
校
電
子
黒
板
購

入
費

三
九
八
万
円

◇
公
債
費

◦�

長
期
債
元
金

一
〇
億
一
三
六
七
万
円

◦�

長
期
債
利
子

一
億
一
七
七
〇
万
円

会　　　　計 本年度予算額 前年度予算額
増 減 比 較

増減額 増減率
一般会計 7,297,000 6,972,000 325,000 4.7

国民健康保険　（事業勘定） 2,469,029 2,218,943 250,086 11.3

国民健康保険　（施設勘定） 170,091 243,636 △�73,545 △�30.2

介護保険事業 1,579,043 1,485,743 93,300 6.3

農業集落排水事業 40,364 40,149 215 0.5

漁業集落排水事業 21,254 20,200 1,054 5.2

特別養護老人ホーム静和園事業 347,300 318,678 28,622 9.0

後期高齢者医療 257,522 271,570 △�14,048 △�5.2

水道事業

収益的収入 376,475 383,959 △�7,484 △�1.9

収益的支出 291,260 332,997 △�41,737 △�12.5

資本的支出 683,804 190,672 493,132 258.6

　
三
月
九
日
か
ら
十
日

の
二
日
間
、
全
議
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会（
委
員
長

野
上
憲
幸
、
副
委
員
長

山
田
光
春
）が
開
か
れ

ま
し
た
。
十
一
日
に
は
、

採
決
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

■ 

中
泊
町
全
会
計
予
算
額
一
覧 

（
単
位
…
千
円
・
％
）

野上委員長

予算特別

委 員 会

３月９日・10日

主な当初予算

（一般会計分）

七
十
二
億
九
千
七
百
万
で
ス
タ
ー
ト

平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
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一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、

あなたの席です！！

中泊町議会　平成27年第２回定例会は、６月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成2７年第１回定例会の傍聴者は、２名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

れ
て
い
る
路
線
で
あ
る
。
ま

た
、
県
道
富
萢
薄
市
線
か
ら

竹
田
集
落
を
結
ぶ
町
道
三
号

線
に
つ
い
て
も
要
望
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
予
定
延
長

は
、
町
道
二
号
線
が
一
・
四

キ
ロ
、
町
道
三
号
線
が
一
・

二
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
二
路
線
に
つ
い
て
、

県
の
社
会
資
本
総
合
整
備
計

画
に
の
せ
、
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

町
道
三
号
線
は
、
昭
和
六

十
二
年
に
整
備
し
た
延
長
四

百
メ
ー
ト
ル
の
既
設
の
防
雪

柵
は
あ
る
が
、
老
朽
化
が
進

Ⓠ
　

町
道
二
号
線
は
、
猛
吹
雪

な
ど
で
除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、

何
回
と
な
く
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
る
。
路
線
バ
ス
や
バ

ス
通
学
路
線
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
防
雪

柵
設
置
は
で
き
な
い
も
の
か
。

Ⓐ■三上
環
境
整
備
課
長

　

町
道
二
号
線
は
、
若
宮
集

落
と
県
道
富
萢
薄
市
線
を
結

ぶ
幹
線
道
路
で
、
以
前
か
ら

防
雪
柵
の
設
置
要
望
が
出
さ

み
、
平
成
二
十
一
年
二
月
の

暴
風
雨
に
よ
り
一
部
転
倒
す

る
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
町
道
三
号
線
を
先

に
整
備
し
た
後
、
町
道
二
号

線
を
整
備
す
る
計
画
で
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
第
二
津
軽
大
橋
が

供
用
開
始
と
な
れ
ば
、
竹
田

集
落
と
田
茂
木
集
落
を
結
ぶ

町
道
四
号
線
の
防
雪
柵
の
整

備
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、

冬
期
間
の
交
通
確
保
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
防
雪
柵
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鈴木長一郎議員

町道２号線

町道二号線の防雪柵設置について
（若宮集落～県道富萢薄市線までの町道）

・ 一
般
質
問
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長
の
考
え
は
。

Ⓐ
■
小
野
町
長

　

法
律
改
正
に
よ
り
、
教
育

委
員
会
制
度
が
新
制
度
に
移

行
と
な
り
、
教
育
委
員
長
と

教
育
長
を
一
本
化
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
構
成
員
が

首
長
と
教
育
委
員
会
で
、
教

育
の
目
標
や
施
策
を
定
め
る

大
綱
等
を
協
議
、
調
整
し
作

成
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、

両
者
が
教
育
政
策
の
方
向
性

を
共
有
で
き
、
町
と
し
て
の

教
育
政
策
の
方
向
性
を
明
確

化
し
、
策
定
し
た
大
綱
を
そ

れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事
務
を
執

行
し
て
い
き
た
い
。

Ⓠ　
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
の
地
場
産
の
提
供
は
。

ま
た
子
供
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ

ー
体
質
へ
の
給
食
の
提
供
は
。

Ⓐ
■
加
藤
教
育
長

　

地
場
産
品
の
供
給
は
、
平

成
㆓⓹
年
度
の
食
材
と
し
て

米
・
生
シ
イ
タ
ケ
・
長
ネ
ギ
・

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
・
イ
カ

の
５
品
目
。
量
的
に
中
泊
産

が
約
㆒₀
％
、
青
森
県
産
⓹㆒
・

３
％
、
国
産
叅㆓
・
１
％
、
そ

の
他
６
・５
％
。
今
後
も
生

産
者
等
が
継
続
的
、
量
的
に

供
給
で
き
れ
ば
対
処
し
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
関
係
で
は
、

現
施
設
及
び
調
理
員
数
で
は

対
応
で
き
な
い
状
況
で
、
献

立
を
担
任
が
確
認
し
、
保
護

者
と
相
談
し
て
弁
当
を
持
参

さ
せ
て
い
る
。

Ⓠ　
地
方
創
生
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、当
町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
大

地
の
恵
み
と
海
の
幸
、
心
ひ

と
つ
に
希
望
の
町
」
を
掲
げ

㆒₀
年
経
過
し
た
が
、
こ
れ
を

基
に
今
後
ど
の
よ
う
に
具
現

化
し
て
い
く
の
か
。

Ⓐ
■
小
野
町
長

　

現
在
策
定
さ
れ
て
い
る
町

長
期
総
合
計
画
の
基
本
理
念

を
町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

八
つ
の
柱
を
重
点
に
両
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
や

事
業
、
各
種
振
興
施
策
を
推

進
し
、
行
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
本
計
画
も
平
成

㆓柒
年
度
で
終
了
の
た
め
、
計

画
の
検
証
や
分
析
を
し
な
が

ら
地
方
創
生
の
地
方
総
合
戦

略
５
カ
年
計
画
の
策
定
と
合

わ
せ
、
来
年
度
か
ら
新
た
に

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定

め
る
㆒₀
カ
年
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。
現
計
画
の
理
念
を

継
承
し
産
業
振
興
や
雇
用
の

創
出
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
、

予
測
を
大
き
く
超
え
る
少
子

高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
の
一
環
と
し
て
、
新
年

度
予
算
案
に
保
育
料
の
無
料

化
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
を
計

上
し
て
い
る
。
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
支
援
な
ど
で
若
い
世

代
の
希
望
を
か
な
え
、
安
心

し
て
定
住
で
き
る
よ
う
な
施

策
、
高
齢
化
、
過
疎
化
に
対

応
し
た
施
策
な
ど
を
最
重
点

に
、
町
議
会
と
も
協
議
し
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

Ⓠ　
今
後
五
年
間
の
財

政
力
指
数
の
目
標
値
、
歳
入

で
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
工
夫

及
び
歳
出
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
ハ
ー
ド
事
業
と
人
材
育

成
の
ソ
フ
ト
事
業
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
工
夫
し
運
営
す
べ
き

で
は
。Ⓐ

■
横
野
財
政
課
長

　

財
政
運
営
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
５
年
間
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
で
説
明
し
た
い
。

各
年
度
と
も
実
質
収
支
比
率
、

連
結
実
質
収
支
比
率
も
黒
字

の
見
込
み
。
次
に
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

は
、
早
期
健
全
化
基
準
値
を

下
回
る
。
起
債
の
償
還
額
に

つ
い
て
は
、
平
成
叅₀
年
度
が

㆒㆒
億
６
８
０
０
万
円
で
ピ
ー

ク
に
な
る
予
想
。
起
債
残
高

は
、
平
成
㆓⓼
年
度
が
１
２
１

億
３
６
０
０
万
円
で
ピ
ー
ク

と
な
る
。
今
後
も
財
政
状
況

は
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

よ
り
一
層
財
政
健
全
化
の
取

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
、
特
に
人
材
育

成
事
業
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
今
後
は
、
地
方
創
生
に
係

る
ソ
フ
ト
事
業
と
あ
わ
せ
て
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Ⓐ
■
飯
塚
総
務
課
長

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

額
に
関
係
な
く
㆒₀
キ
ロ
入
り

の
お
米
を
発
送
し
、
広
報
紙

に
掲
載
し
て
い
る
。
ほ
か
の

自
治
体
で
は
、
特
色
あ
る
特

産
品
な
ど
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
る
た
め
、
魅
力
あ

る
特
産
品
の
開
発
、
Ｐ
Ｒ
等

効
果
の
上
が
る
方
法
を
検
討

す
る
。

Ⓠ　
人
材
育
成
や
公
民

教
育
の
必
要
上
、
子
ど
も
議

会
は
今
後
も
継
続
す
る
べ
き

と
思
う
が
、
当
局
の
考
え
は
。

Ⓐ
■
小
野
町
長

　

平
成
㆓㆕
年
度
か
ら
３
年
間

町
内
小
学
校
を
対
象
に
開
催

し
、
行
政
や
議
会
の
仕
組
み

を
学
ん
で
も
ら
い
、
政
治
へ

の
関
心
や
地
方
行
政
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
子
供
た
ち
の
視
点

や
発
想
に
よ
る
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
も
あ
り
、町
の
予
算
に

反
映
さ
れ
た
提
案
も
あ
る
こ

と
か
ら
、今
後
も
実
施
し
た
い
。

Ⓠ　
地
方
教
育
行
政
の

法
律
改
正
が
平
成
㆓柒
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
る
が
、
今

後
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
町 荒関富雄議員

教育行政（人材育成・法律改正・給食対応）
地方創生と持続可能なまちづくり
財政運営（財政力指数・歳入、歳出の工夫）

・
・
・
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パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館のロビーにも

テレビ中継されています。ぜひご利用ください。

一般質問はインターネット・ライブ中継がご覧になれます。

　

町
で
も
高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
が

年
々
増
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
現
在
、
町
に
は
、
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
に
、
高
齢
者
の
保
健
、
福

祉
向
上
を
目
的
と
す
る
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
介
護
施
設
や

事
業
所
も
増
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
質
問
に
も
あ
っ
た
、

老
人
の
ア
パ
ー
ト
や
ミ
ニ
特

養
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
事
業
者
が
あ

り
、
町
と
し
て
も
早
期
の
実

現
に
向
け
て
、
何
ら
か
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

も
地
域
住
民
に
よ
る
協
力
体

制
や
新
聞
配
達
事
業
者
・
水

道
事
業
管
理
者
・
郵
便
配
達

事
業
者
と
協
定
を
結
び
体
制

を
強
化
し
て
い
る
。
今
後
も

高
齢
者
の
方
々
を
初
め
、
住

民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
の
高
い
工
事
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
不
良
、
不
適

格
業
者
を
事
前
に
排
除
で
き

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

優
良
だ
が
、
実
績
が
な
い
業

者
が
参
加
機
会
を
得
に
く
い

こ
と
な
ど
。

　

次
に
、
近
隣
の
入
札
状
況

は
、
県
や
五
所
川
原
市
、
つ

が
る
市
で
は
、
設
計
金
額
や

工
事
内
容
に
応
じ
て
、
条
件

つ
き
の
一
般
競
争
入
札
と
指

名
競
争
入
札
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鶴
田
町
、
板
柳
町
で

は
、
当
町
と
同
様
、
ほ
と
ん

ど
が
指
名
競
争
入
札
と
な
っ

て
い
る
。

Ⓠ
　

小
泊
地
域
に
あ
る
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
好
評

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
施
設

を
中
里
地
域
に
も
作
り
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

場
や
雇
用
の
創
出
に
も
繋
が

る
の
で
は
。

Ⓐ■小野
町
長

Ⓠ
　

一
般
競
争
入
札
と
指
名
競

争
入
札
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
や
近
隣
市
町
村

で
の
状
況
は
。

Ⓐ■横野
財
政
課
長

　

一
般
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
広
範
囲
な
参
加
に
よ

り
、
競
争
性
が
高
ま
る
。
業

者
選
定
過
程
の
透
明
化
、
公

正
化
が
図
ら
れ
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
は
、
施
工
能
力
の
劣
る

業
者
や
不
誠
実
な
業
者
を
排

除
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

ま
た
、
指
名
競
争
入
札
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
良
質
な
業
者

を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、 川山光則議員

高齢者生活福祉センター

一般競争・指名競争入札のメリット・デメリットは
高 齢 者 福 祉 施 設 の 増 設 は
・
・
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Ⓠ
　

十
三
湖
岸
の
今
泉
に
五
所
川

原
市
と
町
と
の
境
界
は
あ
る
の

か
。Ⓐ■小野

税
務
課
長

　

現
在
は
防
雪
柵
が
あ
っ
て
詳

し
く
現
地
を
調
査
で
き
な
い
た

め
、
防
雪
柵
が
片
づ
い
た
後
に

現
地
確
認
し
報
告
す
る
。

　

ま
た
、
十
三
湖
内
に
浸
食
さ

れ
て
い
る
土
地
が
か
な
り
あ
る

の
で
は
と
の
こ
と
だ
が
、
あ
く

ま
で
個
人
の
所
有
す
る
土
地
で

あ
り
、
個
人
の
財
産
を
町
で
管

理
で
き
な
い
た
め
、
国
土
調
査

の
成
果
、
図
面
、
公
図
に
基
づ

き
、
個
人
で
管
理
す
る
方
法
し

か
な
い
か
と
思
う
。

Ⓠ
　

県
内
四
十
市
町
村
の
中
で
一

町
だ
け
人
口
増
と
な
っ
て
い
る

そ
の
要
因
は
。

Ⓐ■小野
町
長

　

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
、

県
内
で
は
唯
一
六
戸
町
の
人
口

が
増
え
て
い
る
が
、
こ
こ
は
環

境
に
恵
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
大
型
企
業

も
誘
致
さ
れ
人
口
増
に
な
っ
て

い
る
。

　

当
町
で
も
大
型
工
場
な
ど
が

来
な
く
て
も
、
人
口
の
減
少
を

食
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
生
ま
れ
て
く
る

方
々
を
大
事
に
す
れ
ば
、
住
宅

も
建
ち
、
税
も
入
る
こ
と
か
ら
、

四
月
一
日
か
ら
保
育
料
の
無
料

化
、
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
実
施
し
、
少
し
で
も
人

口
減
少
を
食
い
と
め
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
た
い
事
業
者
に
対

し
支
援
等
を
検
討
し
て
お
り
高

齢
化
対
策
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
。Ⓠ

　

町
の
除
排
雪
で
地
区
の
車
両

を
優
先
的
に
使
用
で
き
な
い
も

の
か
。

Ⓐ■三上
環
境
整
備
課
長

　

除
排
雪
業
務
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
全
て
委
託

業
務
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
排
雪
作
業
で
使
用

す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
委
託

業
者
か
ら
車
両
所
有
者
に
依
頼

し
て
お
り
、
地
区
の
方
を
優
先

す
る
よ
う
町
か
ら
も
お
願
い
し

て
い
る
。

　

そ
の
と
き
の
雪
の
量
に
よ
っ

て
、
作
業
時
間
や
車
両
の
台
数

も
異
な
る
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

排
雪
作
業
は
中
里
地
区
、
高
根
、

薄
市
、
今
泉
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ

一
回
と
い
う
状
況
で
、
依
頼
し

た
車
両
も
少
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
排
雪
作
業
時
に
は
、

地
区
の
車
両
を
優
先
し
て
使
用

す
る
よ
う
、
委
託
業
者
に
改
め

て
お
願
い
す
る
。

青山雅晴議員

除排雪作業の様子

十三湖岸に市と町の境界はあるのか
少 子 高 齢 化 対 策 に つ い て
除 排 雪 対 策 に つ い て

・
・
・
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中
泊
町
議
会
に
は
、
町
民

か
ら
選
ば
れ
た
一
五
人
の
議

員
が
い
ま
す
。
議
員
は
町
民

に
か
わ
り
、
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
議
案
な
ど
の
審
査
を

通
じ
て
、
町
民
の
生
活
が
よ

り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
議

論
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
議
会
の
仕
事

　

議
会
の
仕
事
は
、
条
例
制

定
・
改
廃
、
予
算
及
び
決
算

認
定
な
ど
の
議
決
の
ほ
か
、

請
願
・
陳
情
の
処
理
な
ど
で

す
。

■
本
会
議

　

議
員
全
員
で
予
算
案
を
初

め
と
す
る
議
案
な
ど
を
審
議

し
た
り
、
議
会
の
最
終
的
な

意
思
を
決
定
す
る
最
も
重
要

な
会
議
の
こ
と
で
す
。

　

本
会
議
に
は
、
定
例
会
と

臨
時
会
が
あ
り
、
定
例
会
は

年
四
回（
三
月
・
六
月
・
九
月
・

十
二
月
）開
か
れ
、
臨
時
会

は
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
ま

す
。

■
常
任
委
員
会

　

中
泊
町
の
仕
事
や
課
題
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
条
例
な
ど
の
議
案
や
請

願
・
陳
情
の
審
査
を
行
い
ま

す
。

　

議
員
は
、
必
ず
い
ず
れ
か

の
委
員
会
に
所
属
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
常
任
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
各
委
員
会
の
定
数
は

５
人
で
す
。

◇
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

総
務
課
・
税
務
課
・
財
政

課
・
会
計
課
・
小
泊
支
所
・

議
会
事
務
局
・
選
挙
管
理
委

員
会
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る

事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員

会
に
属
し
な
い
事
項
。

◇
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　

福
祉
課
・
町
民
課
・
上
下

水
道
課
・
静
和
園
・
教
育
委

員
会
の
所
管
並
び
に
こ
れ
に

関
連
す
る
事
項
。

◇
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

農
政
課
・
水
産
観
光
課
・

環
境
整
備
課
・
農
業
委
員
会

の
所
管
並
び
に
こ
れ
に
関
連

す
る
事
項
。

■
議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
を
効
率
的
に
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

委
員
会
で
、
議
会
の
日
程
や

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
な

ど
の
協
議
を
行
い
ま
す
。
中

泊
町
議
会
の
議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
定
数
は
５
人
で
す
。

■
特
別
委
員
会

　

特
定
の
事
柄
に
つ
い
て
、

審
査
ま
た
は
調
査
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
特
別
に
設
け

ら
れ
る
委
員
会
で
す
。

　このたび、地方議会議員としての長年の功労により、白川孝憲議員、角田廣議員、山田光春議員、川山光則議

員が表彰されました。誠におめでとうございます。今後とも地方自治発展のためご尽力いただきたいと思います。

「議会の仕組みを勉強しよう」

議 会 あ れ こ れ

議　員　表　彰

■�

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

十
九
年
以
上
在
職

■�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
十
五
年
以
上
在
職

川山光則議員 角田　廣議員山田光春議員 白川孝憲議員
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14
日
　
西
北
郡
町
議
会
議
長
会
議
長
・
事
務
局
長
会
議

16
日
　
第
一
回
臨
時
会

14
日
　
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
総
会

16
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

17
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

22
日
　
つ
が
る
市
合
併
十
周
年
記
念
式
典

24
日
　
総
務
企
画
常
任
委
員
協
議
会

　
　
　
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

25
日
　
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
定
例
会

３
日
　
定
例
会
開
会
日

６
日
　
定
例
会
一
般
質
問

９
日
　
予
算
特
別
委
員
会

10
日
　
予
算
特
別
委
員
会

11
日
　
単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

26
日
　
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
定
例
会

　
　
　
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
定
例
会

28
日
　
中
泊
町
合
併
十
周
年
記
念
式
典

29
日
　
五
所
川
原
市
合
併
十
周
年
記
念
式
典

〈案　件〉

　◦ ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
充に関する陳情

　◦ 手話言語法制定を求める意見書の提出を求め
る陳情書

　◦ その他

〈案　件〉

　◦ 平成27年第１回会定例会会期日程について
　◦ 提出議案について
　◦ 陳情書等の委員会審査結果について
　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦ その他

民生文教常任委員会

議会運営委員会

民生文教常任委員会民生文教常任委員会

議会運営委員会議会運営委員会

3 月 １月２　月

民生文教常任委員会
（荒関富雄 委員長） ２月24日㈫

議会運営委員会
（長利　司 委員長） ２月24日㈫
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